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送迎実施の有無 無

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケー

ション

人間関係

社会性

移行支援
・保護者の意向に基づいた

保育所等訪問支援

職員の質の向上
・内部、外部研修へ積極的に  参加

・専門性の資質向上

・利用者向けイベント、事業所内フェスタ、週1回ブログ更新

家族支援

地域支援・地域連携

主な行事等

・健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力と基本的な生活スキルの習慣・習得を目指していきます。

（手洗い、うがい、挨拶、洋服の着脱、姿勢の保持、食具操作など）

・身体の感覚の経験を豊かにし様々な感覚を養っていきます。

（目や手の協同動作サーキット・トランポリン・ラバーリング・バランスストーン・スライム・粘土・風船・様々な素材遊び）

・様々課題や状況を設定し、必要に応じた理解や行動が得られるようにしていきます。

（空間、時間、数等の概念形成の習得、目や手などの協応動作、短期記憶の向上、ソーシャルスキルトレーニングなど）

・自分が経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲、態度を育てていきます。

（本人の気持ちに共感・絵カードを使った視覚誘導・言葉のインプットアウトプット・ハイタッチ）

・身近な人と親しみ、関わりを深め工夫したり、協力したり一緒に活動する楽しさを知っていきます。

（集団活動を通しての達成感、共感、ルールのある遊びを通して勝敗の受容、ルールの理解、模倣遊びなど）

・家族の相談援助

困りごと、子育てに対する相談援助

・他事業所・関係機関との情報共有、意見交換

・子どもたち一人ひとりには眠っている能力・資質があります。

・安心できる場所・適切な環境の下で療育を受けることで、より良い方向に向けられると考えます。

・たくさんの感性や表情をもった子どもたちが育んでいけるよう努めていきます。

・当事業所は早期療育に力を入れています。個々の発達や特性に合わせた支援を行っていく必要です。

・身辺自立や生活スキル、就学前期は社会性、コミュニケーション、適切な行動などを学ぶ大切な時期となります。

9時～18時

本

人

支

援
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営業時間 

支援内容


